
サービス

• サービス, 1 ページ

• サービスリクエスト, 1 ページ

• ユーザ OVF管理, 9 ページ

• ダウンロード, 11 ページ

サービス
サービスリクエスト、OVFファイル、ダウンロードの表示と管理ができます。OVFファイルと
ダウンロードは、管理者によって提供されます。デフォルトでは、[サービス（Services）]メニュー
オプションは、すべてのサービスリクエストとそのステータスを表示します。

サービスリクエスト
仮想マシン（VM）、サービス、またはアプリケーションをプロビジョニングするためのサービス
リクエストを作成できます。サービスリクエストプロセスでは VM作成用のプロビジョニング
ワークフローを作成しますが、これには次のアクションが含まれます。

•予算の検証

•動的なリソース割り当て

•承認

•プロビジョニング

•ライフサイクルの設定および通知

管理者は、カタログ項目としてオーケストレーションワークフローを提供できます。VMをプロ
ビジョニングする、またはオーケストレーションワークフローを実行するには、最初にサービス

リクエストを作成する必要があります。管理者または指名された承認者がサービスリクエストを

承認すると、VMがプロビジョニングされます。VMはただちに承認することも、オリジナルの
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リクエストから 90日以内に承認するようにスケジュールすることもできます。サービスリクエ
ストレポートを表示するには、[サービス（Services）]の下で [サービスリクエスト（Service
Requests）]を選択します。

サービスリクエストレポートの画面には、すべてのサービスリクエストに加え、次の情報が表

示されます。

•サービスリクエスト ID

•要求タイプ（Request Type）

•送信ユーザ

•グループ

•カタログ名またはワークフロー名

•イニシエータのコメント

•リクエスト日時

•リクエストのステータス

•ロールバックのタイプ

サービスリクエストに関する追加情報を表示するには、そのサービスリクエストがある行をク

リックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

標準のカタログ用サービスリクエストの作成

標準カタログ項目は、クラウドのリストからのイメージを使用した VMプロビジョニングのため
のサービスリクエストの作成などの、汎用サービスリクエストに使用されます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス

トから [標準（Standard）]を選択します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [グループ（Group）]または [ユーザ（User）]のラジオボタンを選択して、グループまたはユーザの
セットに対して VMをプロビジョニングするかどうかを指定します。
[ユーザ（User）]ラジオボタンを選択すると、VM所有権、VMアクセス権限、およびVM管理権限を
持つユーザを選択できます。

b) [カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリストからカタログを選択します。
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c) [導入アセスメントの実行（Perform deployment assessment）]をオンにして、サービスリクエストを作
成する前に VM導入のアセスメントを実行します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 8 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを選
択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択する
と、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [リースタイム（Lease Time）]をオンにして、指定した VMのリース時間を日と時間で設定します。
c) [請求期間（Charge Duration）]ドロップダウンリストから、デフォルトコストが計算される期間を選
択します。

デフォルトでは、この期間は [毎月（Monthly）]に設定されています。選択した期間に応じて、期間を
日数、月数、時間単位で指定できます。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 10 [カスタム仕様（Custom Specification）]画面で、CPUコアとメモリを指定し、[次へ（Next）]をクリック

します。

ステップ 11 該当する場合は、[カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次
へ（Next）]をクリックします。
管理者が VMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有
効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローには、カ

タログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力が含まれます。

ステップ 12 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 13 [送信（Submit）]をクリックします。
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詳細なカタログのサービスリクエストの作成

はじめる前に

詳細カタログ項目は、オーケストレーションワークフローの実行に使用されます。管理者によっ

てプロビジョニングされたワークフローカタログ項目を実行できます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス

トから [詳細（Advanced）]を選択します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリスト

からカタログを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 該当する場合は、[カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次

へ（Next）]をクリックします。
管理者が VMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有
効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローでは、カ

タログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 8 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。
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サービスコンテナカタログのサービスリクエストの作成

サービスコンテナのカタログ項目は、アプリケーションコンテナのVMプロビジョニングに使用
されます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス

トから [サービスコンテナ（Service Container）]を選択します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリスト

からカタログを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを選
択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択する
と、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [サービスコンテナ名（Service Container Name）]フィールドに、サービスコンテナの名前を入力しま
す。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 9 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。
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ベアメタルカタログのサービスリクエストの作成

ベアメタルカタログ項目は、ベアメタルサーバのワークフロー実行に使用されます。管理者が

定義したベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーを使用してカタログ項目を実行できま

す。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。
ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス

トから [ベアメタル（Bare Metal）]を選択します。
ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリスト

からカタログを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 該当する場合は、[カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次

へ（Next）]をクリックします。
管理者がベアメタルサーバのプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタム

アクションを有効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワーク

フローでは、カタログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 8 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。
ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスリクエストのキャンセル

保留中または承認済みのサービスリクエストをキャンセルできます。リクエストをキャンセルす

ると、そのリクエストは拒否され承認リストから削除されます。この場合、保留中の承認ワーク

フローは承認タスクで失敗状態になって停止します。承認済みのサービスリクエストをキャンセ

ルし、後で再送信できます。以前に承認された、キャンセル済みのリクエストに対しサービスリ

クエストを再送信すると、ワークフローは承認タスクから開始されます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 キャンセルするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [キャンセル（Cancel）]をクリックします。
ステップ 5 [サービスリクエストのキャンセル（Cancel Service Request）]画面で、[送信（Submit）]をクリックしま

す。
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サービスリクエストが [承認（Approvals）]ページから削除されます。[サービスリクエスト（Service
Requests）]ページで、サービスリクエストの [リクエストステータス（Request Status）]が [キャンセル
済み（Canceled）]に変わります。

サービスリクエストの再送信

拒否されたか失敗したサービスリクエストを再送信できます。サービスリクエストは、次に示す

理由で失敗することがあります。

• VMがプロビジョニングされるグループの予算制限（管理者が定義している場合）を超過し
た。

• VMがプロビジョニングされるグループに対するリソース制限（管理者が定義している場合）
を超過した。

•サービスリクエストの作成時に関連情報が入力されないと、プロビジョニングが失敗する可
能性があります。

サービスリクエストが再送信されると、サービスリクエストを開始するワークフローのタスクを

選択できます。たとえば、リソース割り当てワークフローでサービスリクエストが失敗した場

合、この手順から開始するようにサービスリクエストを再送信できます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 再送信するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [リクエストの再送信（Resubmit Request）]をクリックします。
ステップ 5 [サービスリクエストの再送信（Resubmit Service Request）]画面で、サービスリクエストを開始するタス

クを [再送信手順（Resubmit Step）]ドロップダウンリストから選択します。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [マイ承認ステータス（MyApproval Status）]が [保
留中（Pending）]に変わります。

次の作業

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。
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サービスリクエストのアーカイブ

サービスリクエストをアーカイブして、後から使用できます。サービスリクエストをアーカイブ

した場合、それを元に戻すには管理者に連絡してください。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 アーカイブするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [アーカイブ（Archive）]をクリックします。
ステップ 5 [リクエストのアーカイブ（Archive Request）]画面で、[アーカイブ（Archive）]をクリックします。

サービスリクエストへのメモの追加

サービスリクエストにメモを追加して、自分自身、要求者、または他の承認者に情報を提供する

ことができます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 メモを追加するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [メモの追加（Add Notes）]をクリックします。
ステップ 5 [メモの追加（Add Notes）]画面で、[メモ（Notes）]フィールドに必要な情報を追加します。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。

サービスリクエストのロールバック

サービスリクエストをロールバックし、実行されたワークフローのすべてまたは一部を元に戻す

ことができます。正常に実行されたタスクをロールバックできます。次のような例外があります。

•一部のタスクは、ロールバックできないように設計されています。

•特定のワークフロー内のタスクに対してロールバックを無効にすることができます。

ロールバック対象として選択されていないタスクによって実行された変更は取り消せません。た

とえば、仮想リソースを作成するタスクが選択されていない場合、サービスリクエストがロール

バックされても仮想リソースは削除されません。成功したサービスリクエスト全体をロールバッ

   Cisco UCS Director リリース 6.5 エンドユーザポータルガイド
8

サービス

サービスリクエストのアーカイブ



クする場合、無効なものを除き、そのサービスリクエストのワークフローに含まれるすべてのタ

スクがロールバックされます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。
ステップ 3 ロールバックするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [リクエストのロールバック（Rollback
Request）]を選択します。

ステップ 5 [サービスリクエストのロールバック（Rollback Service Request）]画面で、ロールバックするタスクに
チェックが付いていることを確認します。

デフォルトでは、すべてのタスクにチェックが付きます。

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [承認ステータス（Approval Status）]が [保留中
（Pending）]に変わります。

次の作業

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。

ユーザ OVF 管理
オープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルを管理し、グループまたは顧客組織に展開できま
す。OVFファイルは、OVA形式、zip形式、jar形式にすることができます。ユーザ OVF管理レ
ポートを表示するには、[サービス（Services）]の下で [ユーザOVF管理（UserOVFManagement）]
を選択します。

ユーザ OVF管理レポートには、使用可能なすべての OVFファイルに加えて、次の情報が表示さ
れます。

•ファイル名

•説明

•追加日時

•フォルダタイプ

•ユーザ ID（User ID）
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OVA ファイルのアップロード
定義済みの保存場所にOVFファイルとイメージファイル（OVA、zip、および jar形式）をアップ
ロードできます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[ユーザ OVF管理（User OVF Management）]をクリックします。
ステップ 3 [ファイルのアップロード]をクリックします。
ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]画面で、必須フィールドに値を入力します。

ファイルを選択するか、[OVFファイル（OVF file）]フィールドにファイルをドラッグアンドドロップし
ます。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

OVA ファイルの破棄
OVFおよびイメージファイル（OVA、zip、および jar形式）を、グループまたはお客様の組織に
導入できます。

OVFおよびイメージファイルのアップロードには、ファイルサイズの少なくとも 2倍のディ
スク領域が必要です。

（注）

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[ユーザ OVF管理（User OVF Management）]をクリックします。
ステップ 3 展開する OVFファイルが含まれる行をクリックします。
ステップ 4 [展開（Deploy）]をクリックします。
ステップ 5 [OVFの展開（Deploy OVF）]画面で、必須フィールドに値を入力します。
ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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ダウンロード
管理者は、ダウンロードするファイルを提供することができます。ダウンロードにはバイナリ

ファイルおよび実行可能ファイルを含めることができます。ダウンロードレポートを表示するに

は、[サービス（Services）]の下で [ダウンロード（Downloads）]を選択します。

ダウンロードレポートには、利用可能なすべてのダウンロードに加えて、次の情報が表示されま

す。

•名前

•説明

•ファイル名

ファイルのダウンロード

管理者によって提供されたファイルをダウンロードできます。

はじめる前に

ブラウザのポップアップブロッカーを無効にします。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。
ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[ダウンロード（Downloads）]をクリックします。
ステップ 3 ダウンロードするファイルの行をクリックします。

ステップ 4 [ダウンロード（Download）]をクリックします。
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